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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期中間期 5,283 19.8 717 191.7 666 290.8 494 279.8

2025年９月期中間期 4,411 19.9 246 195.7 170 175.4 130 △38.0

（注）包括利益 2026年９月期中間期 560百万円（371.8％） 2025年９月期中間期 118百万円（△50.4％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年９月期中間期 98.22 98.02

2025年９月期中間期 25.91 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2026年９月期中間期 17,099 5,445 31.6 1,074.84

2025年９月期 13,806 4,925 35.4 972.02

（参考）自己資本 2026年９月期中間期 5,411百万円 2025年９月期 4,886百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年９月期 － 0.00 － 12.00 12.00

2026年９月期 － 4.00

2026年９月期（予想） － 8.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,750 23.8 1,240 151.5 1,040 142.6 785 161.5 155.99

（注１）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

１．2026年９月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年10月１日～2026年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年9月期の連結業績予想（2025年10月１日～2026年９月30日）

（注２）連結業績予想の修正については、本日（2026年５月15日）公表いたしました「2026年９月期　連結業績予想の修

正に関するお知らせ」をご覧ください。



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年９月期中間期 5,144,600株 2025年９月期 5,144,600株

②  期末自己株式数 2026年９月期中間期 109,757株 2025年９月期 117,773株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年９月期中間期 5,029,888株 2025年９月期中間期 5,019,690株

※  注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料は、ＴＤｎｅｔで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当社グループの主要製品である貴金属のうち、当中間連結会計期間における金の価格は地政学リスクの高まりに

よる安全資産としての需要の高まりや米国金利の引き下げ期待の高まりに伴う需要が根強く、一時的に下落する局

面はみられたものの、高い水準で堅調に推移し、前年同期を上回りました。銅の価格は、生産国からの供給不安や

ＡＩ普及に伴うデータセンター建設等の要因で需要が高まり、高い水準で堅調に推移し前年同期を上回りました。

このような事業環境の中、既存事業では、回収した貴金属をお客様のニーズに沿った材料に加工して返却する

等、当社の技術力を活かした多様なビジネススキームの提案により、新規顧客の獲得や既存顧客の維持・拡大に努

めています。また、製造工程の効率化によるコスト低減にも注力しています。

新規事業では、リチウムイオン電池（以下、LiB：Lithium-ion Battery）再生事業の開始に向け、研究開発及び

電池メーカーとの事業スキーム構築に注力しています。研究開発の成果として、CO₂排出量の削減とレアメタルの

高回収率を両立するプロセスを構築いたしました。プロセスのさらなる安定化及び生産効率の向上を目的とした研

究開発を継続しつつ、当社いわき工場の増築及び生産設備の導入を進めています。事業スキームの構築において

は、電池メーカーの工場から排出される工程廃材の一部について当社がリサイクル業務を受託する覚書（MOU）に

基づき、スキームの確立に向けて関係企業等との交渉を継続しております。

一方で、当中間連結会計期間において、中東情勢の不安定化によるサプライチェーンの混乱により、石油製品や

そこから派生する製品の長納期化や価格の高騰が発生しており、当社が導入を予定している設備の一部にも影響が

出る恐れがあります。調達先との交渉や調達先の分散等の対応を進め、事業への影響を最小限に抑えるべく対応を

進めてまいります。

当中間連結会計期間の連結業績は売上高5,283百万円（対前年同期19.8％増）、営業利益717百万円（同191.7％

増）、経常利益666百万円（同290.8％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は494百万円（同279.8％増）でし

た。金及び銅の相場上昇等の要因により前年同期比較で増収増益となりました。

各セグメントの経営成績は、次のとおりです。なお、売上高については、セグメント間取引の消去前の数値で

あり、セグメント利益については、セグメント間取引の消去後の数値であります。また、間接部門の経費負担に

は、LiB再生事業における研究開発費用を含んでおります。

（貴金属事業）

主要製品である金の価格が上昇したことで、売上高は4,403百万円（対前年同期18.6％増）、セグメント利益は

565百万円（同420.1％増）の増収増益となりました。

（環境事業）

主要製品である銅の価格が上昇したことで、売上高は741百万円（同28.7％増）、セグメント利益は64百万円

（同177.5％増）の増収増益となりました。

（システム事業）

主力製品である品質管理システムの販売が増加したことにより、売上高は125百万円（同14.3％増）、セグメン

ト利益は20百万円（同13.3％増）の増収増益となりました。

（その他）

その他に含まれる運輸事業等は、連結グループ内の取引額の減少により、売上高は172百万円（同0.8％減）、セ

グメント利益は15百万円（同21.7％減）の減収減益となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は、以下のとおりです。

（資産の部）

前連結会計年度末に比べて3,293百万円増加し、17,099百万円となりました。

主な要因は、現金及び預金が740百万円、受取手形及び売掛金が163百万円、棚卸資産が679百万円、建設仮勘定

が1,601百万円増加したことです。

（負債の部）

前連結会計年度末に比べて2,774百万円増加し、11,654百万円となりました。

主な要因は、借入金が1,998百万円、借入金地金が424百万円、その他（流動負債）が257百万円増加したことで

す。

（純資産の部）

前連結会計年度末に比べて519百万円増加し、5,445百万円となりました。

主な要因は、利益剰余金が433百万円、その他有価証券評価差額金が65百万円増加したことです。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ840百万円増加し、4,891百万円と

なりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、409百万円の収入となりました（前年同期は309百万円の収入）。

この主な内訳は、税金等調整前中間純利益が636百万円、減価償却費が171百万円、売上債権の増減額が△155百

万円、棚卸資産の増減額が△679百万円、借入金地金の増減額が424百万円です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、1,500百万円の支出となりました（前年同期は1,028百万円の支出）。

この主な内訳は、有形固定資産の取得による支出が1,517百万円です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,931百万円の収入となりました（前年同期は1,579百万円の収入）。

この主な内訳は、長期借入れによる収入が2,100百万円、長期借入金の返済による支出が101百万円です。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年９月期の通期連結業績予想につきまして、直近の業績動向を踏まえ、2026年５月15日に上方修正しており

ます。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,150,929 4,891,211

受取手形及び売掛金 543,632 707,375

電子記録債権 29,710 21,644

商品及び製品 2,376,812 2,855,341

仕掛品 579,729 791,238

原材料及び貯蔵品 74,481 64,258

その他 166,925 166,157

流動資産合計 7,922,223 9,497,226

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,990,671 2,985,885

減価償却累計額 △1,605,475 △1,627,641

建物及び構築物（純額） 1,385,195 1,358,243

機械装置及び運搬具 2,912,944 2,925,235

減価償却累計額 △2,328,501 △2,379,201

機械装置及び運搬具（純額） 584,442 546,033

土地 1,362,987 1,362,806

リース資産 38,118 47,466

減価償却累計額 △30,643 △33,114

リース資産（純額） 7,474 14,351

建設仮勘定 2,111,503 3,713,200

その他 269,185 272,700

減価償却累計額 △217,975 △219,679

その他（純額） 51,210 53,020

有形固定資産合計 5,502,814 7,047,655

無形固定資産 55,707 132,300

投資その他の資産

投資有価証券 207,304 301,636

繰延税金資産 821 831

退職給付に係る資産 76,332 76,356

その他 51,397 44,416

貸倒引当金 △10,231 △550

投資その他の資産合計 325,624 422,691

固定資産合計 5,884,146 7,602,647

資産合計 13,806,370 17,099,874

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 287,589 306,845

短期借入金 202,280 197,280

リース債務 4,202 5,526

未払法人税等 64,470 153,498

借入金地金 2,008,434 2,432,872

賞与引当金 172,496 135,020

その他 346,104 603,978

流動負債合計 3,085,578 3,835,021

固定負債

社債 330,000 330,000

長期借入金 4,974,326 6,978,186

リース債務 3,960 10,317

繰延税金負債 148,828 178,473

長期未払金 282,496 267,135

資産除去債務 55,431 55,692

固定負債合計 5,795,044 7,819,803

負債合計 8,880,622 11,654,825

純資産の部

株主資本

資本金 504,295 504,295

資本剰余金 365,741 380,639

利益剰余金 4,016,484 4,450,191

自己株式 △129,248 △118,927

株主資本合計 4,757,273 5,216,199

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 128,190 193,468

繰延ヘッジ損益 1,768 2,886

退職給付に係る調整累計額 △1,075 △889

その他の包括利益累計額合計 128,883 195,464

新株予約権 39,590 33,384

純資産合計 4,925,747 5,445,048

負債純資産合計 13,806,370 17,099,874
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年10月１日

　至　2026年３月31日)

売上高 4,411,487 5,283,311

売上原価 3,092,876 3,337,102

売上総利益 1,318,610 1,946,208

販売費及び一般管理費 1,072,491 1,228,225

営業利益 246,118 717,982

営業外収益

受取利息 4,618 12,994

受取配当金 110 189

受取賃貸料 776 28,385

貸倒引当金戻入額 205 5,880

物品売却益 19,922 1,723

為替差益 335 －

その他 1,759 3,959

営業外収益合計 27,727 53,131

営業外費用

支払利息 22,949 71,085

地金借入料 16,861 27,134

支払手数料 63,531 2,107

為替差損 － 714

その他 2 3,724

営業外費用合計 103,345 104,765

経常利益 170,500 666,348

特別利益

固定資産売却益 846 －

新株予約権戻入益 214 428

特別利益合計 1,060 428

特別損失

固定資産除却損 214 28,154

固定資産売却損 － 130

減損損失 2,469 2,100

特別損失合計 2,684 30,384

税金等調整前中間純利益 168,875 636,391

法人税等 38,815 142,362

中間純利益 130,060 494,029

親会社株主に帰属する中間純利益 130,060 494,029

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年10月１日

　至　2026年３月31日)

中間純利益 130,060 494,029

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,447 65,277

繰延ヘッジ損益 1,356 1,117

退職給付に係る調整額 △133 185

その他の包括利益合計 △11,224 66,581

中間包括利益 118,835 560,610

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 118,835 560,610

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年10月１日

　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 168,875 636,391

減価償却費 156,672 171,829

減損損失 2,469 2,100

株式報酬費用 4,776 4,483

貸倒引当金の増減額（△は減少） △205 △9,681

賞与引当金の増減額（△は減少） △42,423 △37,475

退職給付に係る資産負債の増減額 △443 243

受取利息及び受取配当金 △4,728 △13,183

支払利息 22,949 71,085

為替差損益（△は益） △360 △440

固定資産売却損益（△は益） △846 130

固定資産除却損 214 28,154

売上債権の増減額（△は増加） 90,640 △155,676

棚卸資産の増減額（△は増加） △774,953 △679,813

仕入債務の増減額（△は減少） △45,013 19,255

借入金地金の増減額（△は減少） 870,206 424,438

その他 △89,906 40,375

小計 357,926 502,215

利息及び配当金の受取額 5,614 28,065

利息の支払額 △18,751 △67,146

法人税等の支払額 △35,252 △54,129

営業活動によるキャッシュ・フロー 309,537 409,004

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △1,022,248 △1,517,345

有形固定資産の売却による収入 805 12,650

有形固定資産の除却による支出 － △12,334

無形固定資産の取得による支出 △2,403 △82,796

資産除去債務の履行による支出 － △83

その他 △4,283 △436

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,028,130 △1,500,344

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,800,000 2,100,000

長期借入金の返済による支出 △101,140 △101,140

社債の償還による支出 △130,000 －

社債の発行による収入 130,000 －

自己株式の取得による支出 － △12

自己株式の処分による収入 － 10,810

配当金の支払額 △40,227 △60,290

その他 △79,273 △18,185

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,579,358 1,931,181

現金及び現金同等物に係る換算差額 360 440

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 861,125 840,281

現金及び現金同等物の期首残高 890,362 4,050,929

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,751,488 4,891,211

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：千円）

報告セグメント その他

（注）１

合計

（注）２貴金属事業 環境事業 システム事業 計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
3,713,539 576,135 110,086 4,399,761 11,725 4,411,487

外部顧客への売上高 3,713,539 576,135 110,086 4,399,761 11,725 4,411,487

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 348 － 348 161,720 162,069

計 3,713,539 576,484 110,086 4,400,109 173,446 4,573,556

セグメント利益 108,707 23,193 18,266 150,167 20,332 170,500

（単位：千円）

報告セグメント その他

（注）１

合計

（注）２貴金属事業 環境事業 システム事業 計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
4,403,203 741,487 125,824 5,270,516 12,794 5,283,311

外部顧客への売上高 4,403,203 741,487 125,824 5,270,516 12,794 5,283,311

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 422 － 422 159,265 159,688

計 4,403,203 741,910 125,824 5,270,939 172,060 5,442,999

セグメント利益 565,376 64,359 20,700 650,436 15,912 666,348

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ  前中間連結会計期間（自  2024年10月１日  至  2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸事業等であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と一致しております。

Ⅱ  当中間連結会計期間（自  2025年10月１日  至  2026年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸事業等であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と一致しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年12月24日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬としての自己株式4,020株の

処分を行っております。この結果、新株予約権の権利行使及び単元未満株の買取により取得した株式数を

含め、当中間連結会計期間において自己株式が10,320千円減少し、当中間連結会計期間末において自己株式

が118,927千円となっております。
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